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研究成果の概要（和文）：本研究の主要な成果は、次の二点である。第一に、1950年代から1960年代の日本社会におけ
る重要な文化人のひとりである、大宅壮一が1950年代の百万部雑誌『週刊朝日』におこなっていた言説生産の様相を明
らかにし、これを近現代メディア史に位置づけた。第二に、『週刊朝日』と読者の関係性について、同時代の百万部雑
誌『平凡』『サンデー毎日』との比較も含めて考察し、近現代日本社会に位置づけた。

研究成果の概要（英文）：The main results of this research are the following two points. Firstly, I have 
clarified the aspect of Soichi Oya's, who was one of the important intellectuals in Japanese society in 
the 1950's and 1960's, making discourse on "Weekly Asahi" issued more than one million parts in the 
1950's. And I have positioned it in the modern media history. Secondly, I have considered the 
relationship between "Weekly Asahi" and its readers, comparing with "Heibon," "Sunday Mainichi", which 
were both one million parts magazines of the same age. And I have positioned it in the modern and 
contemporary Japanese society.

研究分野： 社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
応募者は、1953年に百万部を突破した1950

年代を代表する大衆娯楽雑誌『平凡』の研究
に取り組み、それをまとめた拙著『『平凡』
の時代――1950 年代の大衆娯楽雑誌と若者
たち』（昭和堂）を 2008 年 5 月に上梓した。
このなかでは、『平凡』を軸としてラジオ・
映画・テレビにおいて展開された大衆文化の
さまざまな企画を再構成した。それとともに、
雑誌の「送り手」「受け手」へのインタビュ
ー調査から、それぞれの様相を明らかにした。
その上でこれらを戦後社会に位置づけた。 
この 1950 年代『平凡』研究に携わるなか

で 、 メディ ア 史的観 点 から大 宅 壮 一
（1900-1970）に着眼するに至った。『平凡』
はテレビが本格的に普及する直前のラジ
オ・映画が主要なマスメディアであった 1950
年代に、この両メディアと結びつくことによ
って大衆の支持を集めた雑誌である。一方
1950 年代半ばから 1960 年代半ば、週刊誌・
新書に代表される「中間文化」（加藤秀俊）
の興隆や民間ラジオ放送の開始・テレビの普
及を背景に評論家として最盛期を迎えたの
が大宅である。大宅は、新聞・雑誌・ラジオ・
テレビを舞台として活躍する「マスコミ四冠
王」と言われ、「マスコミの帝王」の呼び名
をほしいままにした。これらから、『平凡』
と大宅にはメディア史的連続性が見出され
る。 
以上から応募者は拙著の刊行と前後して、

大宅のライフヒストリーに学術的検討を加
えた初の論考「大宅壮一研究序説――戦間期
と昭和 30 年代との連続性／非連続性――」
を『文学』2008 年 3・4月号に発表した。 
2011 年 3 月には、占領期の大宅について、

これまで間違った通説が信じられてきたが
ゆえに研究が空白となっていたことを指摘
し、通説の誤りを明らかにし当時の大宅の著
作物に考察を加えた拙論「占領期の大宅壮一
――「大宅壮一」と「猿取哲」――」
（『Intelligence』第 11 号）を発表した。続
いて、戦後本格的に活動を再開する 1950 年
前後の大宅の活動について論文「大宅壮一の
「再登場」――1950 年刊行の『日本の遺書』
『人間裸像』に着眼して――」（『出版研究』
第 42 号、2012 年）を発表した。 
これらのほか、上記の『平凡』研究を踏ま

え、六〇年安保時の『世界』と『平凡』との
比較を行った拙稿「『平凡友の会』と六〇年
安保――電子出版元年・安保闘争 50 周年の
年に『平凡』と『世界』を通して考えること
――」（『d/SIGN』第 18 号、2010 年）を発表
するなど、雑誌メディアの観点からの 1950
年代における大衆社会化状況の検討を進め
た。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、1950 年代の雑誌における文化人

による言説の生産とその受容について、歴史
社会学的考察を加えるものである。「文化人」
のなかでも、重要なオピニオンリーダーのひ
とりであった上記大宅に着眼する。そして
1950 年代の雑誌のなかでも、1954 年に百万
部を突破するとともに、1950 年代において大
宅が長期にわたり連載を持っていた『週刊朝
日』に焦点を当てる。同誌における彼の言説
生産の様相を明らかにし、転向や総力戦時の
戦争体験も含めた彼のライフヒストリーを
検討する。また、同時代の百万部雑誌『平凡』
『サンデー毎日』との比較も含めて、『週刊
朝日』と読者との関係性について、近現代日
本のなかに位置づける。 
 
３．研究の方法 
 
文献調査とインタビュー調査をおこなっ

た。前者は、国立国会図書館や公益財団法人
大宅壮一文庫をはじめとする図書館におい
て従事した。そのほか大宅の母校・大阪府立
茨木高等学校（旧制大阪府立茨木中学校）で
も調査をおこなった。後者は、生前の大宅を
知る人たちに対して実施したほか、週刊誌に
関する先駆的研究である『週刊誌――その新
しい知識形態』（三一書房、1958 年）を著し
た週刊誌研究会のメンバーに対してもおこ
なった。 
 
４．研究成果 
 
(1)学界への研究成果の発信 
 
①大宅壮一のライフヒストリーと 1950 年代
の雑誌における言説生産について 
 
2012 年 6 月に開かれた日本マス・コミュニ

ケーション学会春季研究発表会において「占
領期のメディアと文化人――大宅壮一の活
動をめぐって――」と題したワークショップ
を、同学会メディア史研究部会において企画
した。このなかで問題提起者として、表題の
テーマの報告をおこなった。これは大宅が
「マスコミの帝王」と呼ばれる 1955 年以降
の歴史的意義付けを踏まえその占領期の活
動に考察を加えたものである。 
このあと 2012 年 9 月に刊行された吉田則

昭・岡田章子編『雑誌メディアの文化史――
変貌する戦後パラダイム』（森話社）におい
て、「1950 年代『週刊朝日』と大宅壮一――
連載「群像断裁」をめぐって」を発表した。
これは 1950 年にジャーナリズムに本格的な
復帰を遂げた大宅の『週刊朝日』における言
説生産の様相を明らかにし、その言説にあら
たな角度から光を当てるとともに、当時の大
宅を近現代メディア史に位置づけたもので
ある。 
以上の大宅研究の成果を踏まえ、大宅の総

力戦下における映画工作と 1950 年代の活動
との把握を試み、「大宅壮一の戦中と戦後―



―ジャワ文化部隊と「「無思想人」宣言」」と
題した学会発表を、2014 年 11 月に日本出版
学会にておこなった。この内容に加筆した拙
稿「大宅壮一の戦中と戦後――ジャワ派遣軍
宣伝班から「亡命知識人論」「「無思想人」宣
言」へ」が、2015 年刊行の『現代風俗学研究』
第 16 号に掲載される予定である。 
これらのほか、大宅のライフヒストリーを

明らかにしていくべく、彼のパーソナリティ
ーの形成において重要である旧制中学時代
の資料の紹介を、拙稿「中学生時代の大宅壮
一――時事新報社発行の雑誌『少年』への投
稿活動と学業成績――」（『大衆文化』第 10
号、2014 年）「旧制茨木中学校における 1920
年のストライキと大宅壮一」（『大衆文化』第
12 号、2015 年）でおこなった。 
そして、大宅のライフヒストリーについて

これまでまとめていた拙論に、新たな知見を
加えて改稿を施した。これは、ミネルヴァ書
房より 2015 年刊行予定の土屋礼子・井川充
雄編『近代日本メディア人物誌――ジャーナ
リスト編』に収録される。 
 
②1950 年代の雑誌と読者について 
 
上記『週刊朝日』について 2012 年 11 月に

開かれた日本社会学会大会において「1950 年
代『週刊朝日』の読者参加企画に関する社会
学的考察」と題した発表をおこなった。さら
に 2013 年 3 月には、『週刊朝日』『サンデー
毎日』『平凡』という 1950 年代の百万部雑誌
における雑誌と読者に関係について、
“Readers’ Contributions to Million- 
selling Magazines in Japan in the 1950s”
と題した発表を香港大学でおこなった。そし
て、1950 年代の大衆社会化と雑誌ジャーナリ
ズムに関して、「大衆社会とメディアとの関
係についての日韓比較研究に向けて――
1950 年代日本の百万部雑誌『平凡』『週刊朝
日』の事例から――」と題した口頭発表を、
2014 年 8月に開かれた日韓シンポジウム（日
本マス・コミュニケーション学会と韓国言論
学会との共催）においておこなった。 
そのあと、近現代日本における 1920 年代

と 1950 年代の 2 度にわたる大衆社会化を視
野に入れたうえで 1950 年代の大衆社会化状
況下の『週刊朝日』と読者との関係性を論じ
た拙論「近現代日本の大衆社会化と活字メデ
ィアの読者参加企画――1950 年代『週刊朝
日』の「表紙コンクール」「文化講演会」を
中心に」をまとめた。これは、2015 年に森話
社より刊行予定の谷川建司・須藤遙子・王向
華編『クリエイティヴ産業のポリティクス』
に収録される。 
以上、大宅に関する先行研究も少なく、ま

た百万部雑誌である 1950 年代『週刊朝日』
を今日の時点から歴史社会学的にとらえた
研究もとぼしいなかで、1950 年代の百万部雑
誌における大宅の言説生産の様相ならびに、
百万部雑誌と読者との関係性を、近現代日本

のなかに位置づけた。 
 
(2)社会への研究成果の発信 
 
研究成果の社会への発信としては、研究で

得た知見を踏まえた拙稿を、『東京人』2013
年 7 月号、『週刊読書人』2013 年 11 月 22 日
号、公益財団法人大宅壮一文庫の会員向け機
関紙『大宅文庫ニュース』第 84 号（2015 年
1 月）に寄稿した。なお『週刊読書人』には
関連文献の書評を 2度寄稿した。 
地域への発信としては、2013 年 7 月 20 日

に宮崎観光ホテルで開催された京都大学経
済学部同窓会九州南部支部の総会において
講話をおこなった。2014 年 7月 8日に宮崎県
立図書館で開かれた「宮崎県高等学校教育研
究会図書館部会中部支部平成 26 年度生徒図
書委員講習会」において講話をおこない、約
70 名の高校生に、研究成果の一部をわかりや
すく伝えた。 
また、2013 年 1月 12 日・26 日、2014 年 2

月 1 日、2015 年 2 月 21 日に、自主講座（受
講料無料の市民講座）を宮崎公立大学におい
ておこない、研究成果の一部を一般市民にわ
かりやすく伝えた。 
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